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表彰状・感謝状の贈呈

大湫町青少年育成町民会議発表

青少年育成貢献者に感謝状贈呈、青少年育成活動モデル地区（大湫町）発表
　２月17日（土）に瑞浪市総合文化センター講堂にて開かれた第２回瑞浪市青少年育成市民会議において、
青少年育成に貢献された方々への表彰状・感謝状の贈呈、各理事より令和５年度の市民会議の活動報告、青
少年育成活動モデル地区（大湫町）の実践発表が行われました。
　実践発表では、方針「町ぐるみで老若男女が生涯学習を追求できる環境づくりの推進」、「歴史・文化・自
然資源への理解と保全意識の涵養」を掲げて、体育委員会・集まろう会・大湫若手チーム（ててて）の活動
と「中学生と語る会」の様子が紹介されました。青少年のたくましく豊かな心身を養う具体的な地域活動の
様子や成果が多くの写真で紹介されました。
　青少年育成にかかわる各種組織より推薦をいただき、被顕彰者選考委員会にて選考された青少年育成に尽
力くださった個人並びに団体に対して、市民会議会長である水野光二市長より感謝状が手渡されました。

表彰状　加藤　　萌（稲津町：高校３年生：岐阜県女子駅伝競走大会優勝・区間賞受賞・全国大会出場）
感謝状　横井美佐子（稲津町：少年センター指導員）　　　丸山　和宏（南小田町：少年センター指導員）
　　　　堀部　睦美（日吉町：元青少年推進委員）　　  　 向井　一峰（大湫町：元青少年推進委員）

令和５年度　第２回　瑞浪市青少年育成市民会議総会
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「秋のこどもまんなか月間」啓発活動「秋のこどもまんなか月間」啓発活動
　国や県では毎年、夏と秋に『こどもまんなか月間』と定めて、次の世代を担う子供と若者の健やかな
育成を願った活動を推奨しています。瑞浪市青少年育成市民会議でも、この期間中に「子ども・若者の
健全な育成を市民みんなで支えていくんだということを伝える機会にしたい」と考え、啓発活動を計画
いたしました。10月15日から11月19日の実施期間に各地区の公民館等で開催される文化祭会場で、
多くの方々に対して啓発活動を行うことができました。
　各会場には大勢の方々が文化祭のイベントを楽しまれる中、瑞浪市青少年育成市民会議の地区担当者
は来場者の方々に対して、青少年の健全育成及び非行・被害防止に繋がることを願い啓発グッズを手渡
しました。特に、今回から新たに取り入れたエコバッグは来場者に好評でした。この活動を機会に青少
年の健全育成及び非行防止に繋がることを願います。
　また、中央公民館文化祭における啓発活動は、11月19（日）に中京高等学校・麗澤瑞浪高等学校の
生徒と市長をはじめとする市民会議本部役員、瑞浪地区・土岐地区の代表者・理事にて行いました。高
校生が来館者に声をかけながらエコバッグ・リーフレット・ポケットティッシュ・マスクなどの配布を
進んで行ってくれました。こうした高校生や瑞浪市青少年育成市民会議の活動を通して、「子ども・若
者の健全な育成を市民みんなで支えていくんだ」という意識が広がっていくことを期待しています。

（小倉　富晴）

中央公民館文化祭　11/19
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陶町文化祭　1
0／15

日吉町文化祭　
10／１５

稲津町文化祭　
1０／２２

釜戸町文化祭　
1０／２２

大湫町文化祭　
11／3

　陶地区の啓発活動は、夏祭りに続き７名の事業部会員さんと共に、
文化祭に訪れた子供たちや保護者の皆さんに啓発グッズをお渡し
し、活動の主旨を伝える機会を設けました。会場の皆さんや、グッ
ズを手にした子どもたちには、少しでも活動に興味持ってもらうこ
とができたと思います。来年以降も恒例行事になって行くように活
動したいと思います。

各地区文化祭での啓発活動

陶町文化祭啓発活動

　10月15日（日）日吉コミュニティセンターで日吉町文化祭が開
催されました。当日は小雨の降る中、大勢の日吉町民の方が来場さ
れ私たち青少年育成啓発活動のメンバー３人はエコバッグ等の啓発
グッズを来場者に渡し啓発活動を行いました。啓発活動により瑞浪
市青少年育成推進委員の活動に理解をいただき、青少年の非行・被
害防止に役立てたかと思います。

日吉地区「秋のこどもまんなか月間」

　10月22日（日）に稲津公民館で行われた町民文化祭で、町民会議
関係者、少年センター指導員の方々のご協力をいただいて啓発活動を
行いました。啓発グッズを入れたエコバッグが好評で、多くの人に受
け取っていただきました。「夏祭りの時も活動されてましたね」「いつ
もご苦労様です」などと労いの言葉を掛けて下さる方もみえ、少しず
つではありますが活動を知っていただけることを嬉しく思います。

「秋のこどもまんなか月間」啓発活動を振り返って

　10月22日（日）釜戸町コミュニティセンターにて啓発活動を行
いました。当日は澄んだ秋晴れの中たくさんの来場者があり、４年
ぶりに飲食ができる出店もあり文化祭は盛り上がりました。啓発
グッズ配付も順調に行うことができましたが、啓発内容を皆さんに
周知することが難しく次回はブースを華やかにする等、周知に工夫
をしていきたいです。

釜戸地区・文化祭での啓発活動

　11月３日（金）～５日（日）の３日間、大湫公民館を主会場に文
化祭が開催されました。当日は市美術展への出品作品、地元住民や
陶芸家の作品、子供たちの書・絵などの展示とともに喫茶コーナー
などで賑わいました。啓発活動は初日の午前中に会場入口で来場者
へグッズを配布。子供連れの参加者も多く、活動の主旨を快く受け
止めていただけました。

大湫町文化祭での啓発活動を行いました
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参加した
高校生の声

　瑞浪高等学校・中京高等学校・麗澤瑞浪高等学校の生徒と青少年育成市民会議家庭教育部会・町民
会議の皆さん約50名の参加を得て、「高校生と語る会」を開催しました。成人年齢を引き下げる民法改
正を受けて、昨年のテーマを「18歳成人について」としました。今年は、昨年のテーマを踏まえて
「18歳って大人？」とし、より高校生の意見を語ってもらうことで議論が深まることを目指しました。
　今回は、青少年育成市民会議の理事が司会者（コーディネーター）を務めたこともあり、意見を出し
やすい雰囲気となり、高校生が真剣にテーマに向き合う姿から大人も大いに学ぶことができました。
この会のねらいである「互いの信頼関係や連帯感を深める」ことができたように思います。

●18歳で成人になり、
選挙権が与えられる
ことは嬉しい。私た
ち若い世代の社会進
出が今、世界と対抗
していくために日本

には必要だと思うし、日本の将来を変えていく
のは若い私たちなので、選挙を通して、政治に
積極的に参加していきたい。

●司会の方が「そのことについてはどう思う？」
などと話を広げてくださりとても話しやすく緊
張が解けて楽しかった。大人の方が自分の経験
を踏まえて18歳の時の自分の話をしてくださっ
ておもしろかった。

●成人になると責任が課せられ大変だと思ってい
たけど、身の回りの環境の変化によって自然に
大人になるというリアルな大人の意見が聞けた
のがよかった。身近な大人と話す機会はよい経
験だと思った。

●僕はまだ16歳で経験も足りていません。だから
こそ年上の方や学校の先生、親から学ぶ必要が
あると思いました。そして教えてもらうだけで
なく、自分の考えや行動を見直すことが必要だ
と考えました。

●意見交流の中では選挙に行きたい人ばかりだっ
たのでよかったし、このような高校生が増える
とよい。 高校生と語る会に参加した市内高校生の皆さん

「18歳って大人？」について真剣に話し合いました 話しやすい環境で楽しく交流ができました

テーマ   「18歳って大人？」テーマ   「18歳って大人？」
高校生と語る会 10月７日（土）

●成人と大人の違いは、法律上の数字である18歳
は成人だが、「大人」という言葉には重みがあ
り、まだまだ大人と言い切るのは難しいのでは
と思った。

●他校の生徒や大人の方々と話し合ってたくさん
の刺激がありました。また良い雰囲気で話し合
えました。

●大人になると責任について考えなければならな
いと思っていました。しかし、大人の方の意見
を聞いていると、「周りに認められたら大人だ
と感じる」という意見があり、大人でも大人と
いうものがあまり分からないくらい難しいもの
なんだなと思いました。
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さつま芋掘り体験 ハロウィン（トリックオアトリート） 町民パターゴルフ大会

大湫町の青少年育成活動について大湫町の青少年育成活動について
　大湫町は、市内のまちづくり活動の先駆けとして昭和61年に「大湫町コミュニティ推進協議会」を
発足。自然と歴史を活かした個性あるまちづくり活動に取り組んできました。しかし、平成17年には
青少年育成の中心にあった大湫小学校が釜戸小学校と統合し、更に、平成31年からは中学校も統合さ
れ瑞浪北中学校としてスタートして５年が過ぎました。
　まちづくり組織としても、マンパワーの低下に対応する為、組織の再編を進め、「まちづくり部会」
と「生涯学習部会」の２部会編成とし、青少年育成町民会議は生涯学習部会に所属しています。
　生涯学習部会では
　　①まちぐるみで老若男女が生涯学習を追求できる環境づくりの推進
　　②歴史・文化・自然資源への理解と保全意識の涵養
　を柱に、次代を担う青少年が故郷を愛し力強く成長して行けるように取り組んでいます。
　以下に、青少年育成活動の取組みを紹介します。

１　集まろう会の活動について
　子供は地域の宝として見守り育てていく、その為の活動を行うことで郷土を愛する心を育てようと、
町民と子供が集い、自然・文化に関わる体験や活動を行っています。
１）大湫太鼓の練習と成果発表会：親子で参加して
２）長寿会と一緒にパターゴルフ：お年寄りとの交流の場となっている
３）さつま芋の苗植え・芋掘り体験

２　子育て支援活動について（大湫若手チーム　ててて）
　子供も大人も大湫町に誇りを持つことにより、子供達は将来住みたい、子育てしてみたいと思い、大
人は今後も住みたい、移住してきたいと思うことができます。住民ひとりひとりが、まちづくりに、町
に誇りがもてるような魅力的なイベント、魅力的な取り組みを住民提案により計画し実施しています。
１）茶摘み＆TEA PARTY：新茶を摘み、美味しいお茶でパーティー
２）鱒つかみまくり大会：手掴みした魚を塩焼きで美味しくいただきました
３）パターゴルフと流しソーメン：暑い夏の日にお年寄りとパターゴルフ対決、その後の流しソーメン “最高”
４）夏祭り子供縁日：昔懐かしい、輪投げ・スーパーボールすくい等を実施
５）ハロウィン（トリックオアトリート）：町内の各家を訪問して “お菓子をくれないとイタズラしちゃうぞ”

３　体育・レクリエーション活動について
　子供から大人まで全世代の人が楽しく参加出来る行事を計画しています。
１）町民パターゴルフ大会：子供も含め多くの人が参加して、目指すは “優勝”
２）町民夏祭り：真夏の一夜を、盆踊り・出店・餅投げ・花火等で盛り上がる
３）越年ウォーキング：大晦日、一年間健康で過ごせた事に感謝してウォーキングを楽しむ、そして、
　　除夜の鐘を撞き新年を迎える。
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【カレーライスづくり】
瑞浪小学校　加藤 咲弥奈

【家族での食事を大切に】
瑞浪北中学校　土本 彩乃

　家庭は、ふれあいと安らぎの場であるとともに、青少年の人格が形成される基盤です。また、人との関
係のあり方や社会のルールを学ぶ場でもあります。これらのことを家庭や地域が再認識し、「心豊かで明
るい家庭」づくりを進めることが望まれています。毎月第３日曜日に位置付けられている「家庭の日」を
きっかけに、家庭の大切さや家族のあり方について考えることは、瑞浪市青少年育成市民会議の重点活動
でもあります。
　家族みんなで過ごす機会をもつことで、絆を深め、
明るく楽しい家庭づくりを進められるような以下の
取組みが広がりつつあります。皆様のご家庭でも
「家庭の日」を実践してみませんか。
●「わが家の約束」について話し合ってみる。
●家族で読書や音楽鑑賞などをしてみる。
●１日のことについて、家族みんなで話し合う。
●家族で地域行事やボランティアに参加してみる。
●家族そろって、イベントやスポーツをしてみる。
●家族で夕食を共にし、みんなで後片付けをする。
＊これらの誰でもどこの家庭でもできるような内容
を「家庭の日」啓発図画・ポスターにしてみる。

　瑞浪市民の皆様には、日頃より青少年育成活動にご理解とご協力を賜りましてありがとうございます。
　令和５年度も瑞浪市青少年育成推進協議会のスローガン「みとめて　ほめて　はげまして　みんなの力で
健やかに」のもと、各地・各場所で、青少年育成推進の皆さん・関係の市民の皆様と活動してきました。
　そんな中、瑞浪市主張大会を６月18日に瑞浪市総合文化センターにて開催いたしました。舞台に立っ
た発表者は、自分の思い・考えを視聴者にしっかり訴え、その真剣な姿が印象的でした。７月から９月に
は、青少年育成推進委員・少年補導センター・まちづくり推進委員等の方々のご協力のもと「夏季特別活
動指導」が実施され、多くの中学生や高校生に声かけなどして実施しました。また７月は「青少年の非行・
被害者防止全国強調月間」、11月は「秋のこどもまんなか月間」での啓発活動として、各地区の夏祭りや
文化祭等にあわせて啓発グッズの配布をして、この活動を皆さんに知っていただきました。
　10月７日は、「高校生と語る会」で、「18歳って大人？」をテーマに、熱心に討論され、高校生の皆さ
んの率直な意見や本音が語られ、お互い刺激を受け合う会になりました。12月に計画していた「年末清
掃ボランティア活動」は雨天のため中止となりましたが、来年度は中学生・高校生の皆さんに参加しても
らい、ウォーキングをしながらの清掃活動が実施できることを期待しています。
　このように本年度の事業が実施されましたが、これもひとえに関係各位や多くの市民の皆様のご理解・
ご協力の賜物と心から感謝申し上げます。令和６年度も、関係各位並びに市民の皆様のご理解・ご協力を
賜り、充実した事業展開が実施できるよう何卒よろしくお願い申し上げます。

「家庭の日」をきっかけに「心豊かで明るい家庭」を！「家庭の日」をきっかけに「心豊かで明るい家庭」を！

１年間の活動を振り返って１年間の活動を振り返って

☆令和６年度　主な年間行事（予定）
●６月　２　日（日）　第１回青少年育成市民会議総会　　●10月12日（土）　高校生と語る会
●６月16日（日）　瑞浪市主張大会　　　　　　　　　● 　２　月15日（土）　第２回青少年育成市民会議総会

岐阜県青少年育成推進指導員　曽我　順一
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